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仮想メカを利用した組込みソフトウェアのテスト環境
VisualMech™ ＋ VisualSpec™　

3次元CADデータを使ってソフトウェアを検証！

VisualMechで作成した仮想メカVisualSpecで作成した
ファームウェア

VisualMechを使えば、3次元CADデータから仮想
メカを作ることができます。 さらに、VisualSpecで
モデル化した制御ファームウェアから、仮想メカを
動作させることができます。

仮想メカを使うと、実機では再現しにくい異常状
態のシミュレーションまで行うことができ、制御ソ
フトウェアの品質アップに貢献します。

車載ネットワーク・シミュレータ
Venet™　

ECUの開発前にCANネットワークの性能チェック！

CAN（Controller Area Network）の構成と、ECUから発信され
るCANメッセージの仕様を入力すれば、CANネットワークのシ
ミュレーションモデルを自動生成します。

シミュレーションによって、各々のCANメッセージの遅延特性、
ゲートウェイ部の特性などの性能解析が簡単に行えます。

Venetは、VisualSpecシステム・シミュレータを内部で利用して
おり、高速なシミュレーションが実現されています。

VenetとMATLAB/Simulinkとの連動シミュレーションも可能で
す。

VenetでのCANネットワーク仕様設計

VenetでのCANシミュレーションの実行

VisualSpecから、仮想メカのセンサーを
監視してアクチュエータを操作



VisualSpec

VisualSpecモデルジェネレータ

MePコンフィギュレーションからHWEモデルのテンプレートを生成

VS3 （VisualSpec Version 3）VS3 （VisualSpec Version 3）

Explore a Visualized Design World

インターデザイン・テクノロジーが提供する実機レスシミュレーション環境インターデザイン・テクノロジーが提供する実機レスシミュレーション環境

ISS連携による実機レス・ソフトウェア検証
VisualSpec™＋ MULTI®、ASVP、etc.
組込みシステム設計のベスト・ソリューション！

MULTI
コンパイラ＋ソースコード・デバッガ
（Green Hills Software社）

MULTI
コンパイラ＋ソースコード・デバッガ
（Green Hills Software社）

VS3 システム・シミュレータVS3 システム・シミュレータ

ArchGen / ASVP Builder
（アドバンスド・データ・コントロールズ社）

ArchGen / ASVP Builder
（アドバンスド・データ・コントロールズ社）

ASVPASVP

MemoryMemory

BusBus

Custom
HW

Custom
HW ・・・・・・ 周辺ハードウェアを

拡張C言語でモデル化

＜協調シミュレータの構築例＞

ISS（命令セットシミュレータ）と、VisualSpecで作成したモデルを連動させたハードウェア／ソフトウェア協調シ
ミュレーションによって、実機や試作ボードを使わずにターゲットソフトウェアの試験とデバッグが行えます。

VS3 （VisualSpec Version 3）では、Untimedからトランザクションレベル、サイクル精度まで、利用目的にあった抽
象度で協調シミュレーションモデルを作成することができるようになりました。

VS3と連携させることができるISSには、Green Hills Software社のMULTIや、アドバンスド・データ・コントロー
ルズ社のASVPなどがあります。

Bridge
Bridge

MATLAB/Simulink
（The Mathworks社）
MATLAB/Simulink
（The Mathworks社）

ISS（命令セットシミュレータ）

MATLAB連携によるシステム・シミュレーション
VisualSpec™＋MATLAB®/Simulink®　
デジタル・アナログ混載でのシステムシミュレーション！

VS3 （VisualSpec Version 3） とMATLAB/Simulinkを連動させることで、デジタル・アナログ混載シミュレーショ
ンが行えます。

VS3でモデル化した組み込みソフトウェアあるいはデジタルハードウェアと、 MATLAB/Simulinkでモデ
ル化したメカトロニクスやアナログ信号処理を連動させてシステム全体シミュレーションが行えます。

MePプラットフォームの協調シミュレーション環境
VisualSpec™＋ GNUPro® for MeP 　
東芝のコンフィギュラブルプロセッサMePの開発における
効率的なHW/SW協調設計とソフトウェアの先行開発！

MeP コンフィギュレーションファイル

GNUPro for MeP

協調シミュレーションで
HWEモデルのデバッグ

VS3
ビジュアルモデルエントリーツール

アナログ・モデル
（メカ、アナログ信号処理など）

Bridge
Bridge

VS3（VisualSpec Version 3）システム・シミュレータは、
SystemCリファレンス・シミュレータの5－数10倍の高速化を実現

VS3のシステム・シミュレータと、OSCI（Open SystemC Initiative）のSystemCリファレンス・シミュレー
タ2.0.1とを速度比較を行いました。

VS3のシステムシミュレータは、最適化コンパイルによってモデルを高速実行可能なコードに
変換してからシミュレーション実行を行います。

サンプル OSCI SystemCシミュレータに対
するVS3シミュレータの速度比

DES（暗号処理）：64bitまでのビット型演算が中心 6.1

サンプル1：　32bitまでのビット型演算が中心 4.9

サンプル2：　128bitまでのビット型演算が中心 30

GNUPro for MePの
ISSに組み込む

HWEの
C++コード

当社データによる計測比
比較用のSystemCコードは、VS3の「SystemCコード変換」を利用して作成

ソフトウェア、デジタルハードウェアを
拡張C言語でモデル化

VisualSpecから、MATLAB/Simulinkモデルの
信号値がアクセス可能

MePの機能拡張部（ハードウェア・エンジン：HWE）をVisualSpec
でモデル化して、GNUPro for MePのISS（命令セットシミュレータ）
と協調シミュレーションが行えます。

協調シミュレーションによってデバッグが完了したHWEのモデルは、
GNUPro for MePのISSに組込みます。これで、HWEを含んだMeP
モジュールのソフトウェアのテストとデバックが行えるようになりま
す。


